
令和７年３月２８日 

 

次世代育成支援対策及び女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画 

 

社会福祉法人 特別区社会福祉事業団 

 

 

 職員の仕事と生活の調和に資する環境づくりを進め、職員の心身の健康増進と職務意欲

の向上を目指すとともに、女性が活躍できる環境の整備を行うため、次のような行動計画を

策定する。 

 

１ 計画期間 令和７年４月１日から令和 10年３月 31日までの３年間 

 

２ 内容 

 

目標１：職員の仕事と生活の調和に資する環境づくり、および職員の心身の健康増進のた

め、業務の効率化を進め、時間外労働時間を削減する。 

【対策】 

 令和７年４月～ 時間外労働発生の原因となる業務内容を分析する。 

 令和８年４月～ 分析結果に基づいて、検討会議体を中心として業務の効率化を進める。 

 

目標２：職員の仕事と生活の調和のため、男性の育児休業取得率を前計画期間比で 20％ア

ップさせる。 

【対策】 

 令和７年４月～ 育児に関する法人の制度を法改正に対応して整備するとともに、制度

周知等により利用率の向上を図る。 

 令和８年４月～ 育児休業を取得することで、取得職員のキャリア形成および職場の業

務遂行への影響を軽減する制度を整備する。 

 

目標３：職員の心身の健康増進と職務意欲向上のため、年次有給休暇の取得日数を１人当た

り平均年間８日以上とする。 

【対策】 

 令和７年４月～ 年次有給休暇の取得状況の把握・問題点の分析をする。 

 令和８年４月～ 分析結果に基づいて、各施設において計画的な年次有給休暇の取得を

図る。 

 

目標４：所長級および係長級に占める女性割合を 30％以上にする。 

【対策】 

 令和７年４月～ 女性職員に対して、所長級および係長級へのキャリア形成を促進し、女

性が活躍しやすい職場風土の醸成のため、現認の女性所長級及び係長



級職員の事例を紹介する。 

 令和８年４月～ 多様な人材が活躍できるために、所長級および係長級として配置でき

る職務を増やす。 

 

３ 女性の活躍に関する情報公表（令和７年３月１日現在） 

（１）労働者に占める女性労働者の割合 

   ①全職員 ：２７０人   男性１５９人／女性１１１人 （女性の割合４１．１％） 

②常用常勤：１７６人   男性９３人／女性８３人   （女性の割合４７．２％） 

   ③有期常勤：１４人    男性７人／女性７人     （女性の割合５０．０％） 

   ④非常勤 ：３５人    男性１９人／女性１６人   （女性の割合４５．７％） 

   ⑤パートタイマー：４５人 男性４０人／女性５人    （女性の割合１１．１％） 

 

（２）男女の平均継続勤務年数の差異 

   ①全職員 ：男性７．５年／女性８．１年 

②常用常勤：男性８．２年／女性８．２年     

   ③有期常勤：男性１４．４年／女性９．４年 

   ④非常勤 ：男性７．３年／女性９．５年 

   ⑤パートタイマー：男性４．９年／女性１．６年 

 

（３）労働者の一月当たりの平均残業時間 

   月平均３．７時間 

 

（４）管理職（所長級）に占める女性労働者の割合 

   １５人中 女性２人 （女性の割合１３．３％） 

 

（５）男女の賃金の差異（男性の平均賃金に対する女性の平均賃金の割合） 

   ①全職員：９８．４％ 

②常用常勤：８４．５％ 

   ③有期常勤：８４．２％ 

   ④非常勤：９３．９％ 

   ⑤パートタイマー：４０．６％ 

 

   ※小数点第一位を四捨五入 

   ※対象期間：令和 6年度（令和６年４月１日～令和７年３月３１日） 

   ※常用常勤は派遣職員を除く 

※賃金の総支給額で算定 


